
Ⅰ．はじめに

　キオビエダシャク（Milionea zonea pryeri）の幼虫はイヌマキ
（Podocarpus macrophyllus）やナギ（P. nagi）に寄生し，その
生葉を食する。全葉を食害された生立木は枯死することも多い
（佐藤，２００５）。
　鹿児島県本土では，イヌマキは人家の生垣や畑の防風垣などに
利用される有用な樹種であり，キオビエダシャクはイヌマキを加
害する重要害虫である。
　本種の防除方法は，幼虫への薬剤散布に限られており，農薬登
録されている薬剤はエトフェンブロックス乳剤，DMTP乳剤，
MEP乳剤，DEP乳剤である。これら４薬剤のうちエトフェンブ
ロックス乳剤，DMTP乳剤の殺虫効果が高いため（具志堅ほか，
１９９３），防除にあたっては，これら２種薬剤が使用されることが
多い。
　しかし，これらの薬剤は散布１週間後には著しく殺虫効果が減
少するため（佐藤，２００４），防除の現場ではより残効期間の長い
薬剤が望まれている（村本・小牧，２００３）。
　キオビエダシャクの防除薬剤の探索は，具志堅ほか（１９９３）が
有機リン系薬剤８種および昆虫成長制御剤１種を対象に行ってい
る。しかし，これ以降，薬剤について探索された報告はない。
　そこで，現在使用されているエトフェンブロックス乳剤，
DMTP乳剤以外に殺虫効果がある薬剤を探索するため，近年農
薬の分野で開発が進められているネオニコチノイド系殺虫剤７種
のキオビエダシャク幼虫に対する殺虫試験を行った。
　試験はまず，殺虫効果と残効期間の把握のために食餌試験を
行った。次に，どのような毒性により殺虫されるかを調べるため，
浸漬試験を行った。

Ⅱ．材料と方法

１．供試虫
　試験に供試したキオビエダシャク幼虫は２００７年７月にいちき串
木野市および姶良郡姶良町で採集した。これらを２５℃に設定した
室内で飼育し，体長４cm以上に達しているものを供試した。

２．供試薬剤
　供試したネオニコチノイド系薬剤は市販されているイミダクロ
プリド水和剤，アセタミプリド水溶剤，ニテンピラム水溶剤，チ
アクロプリド水和剤，チアメトキサム水溶剤，ジノテフラン水溶
剤，クロチアニジン水溶剤の７薬剤を希釈して用いた。
　ニテンピラム水溶剤以外の６薬剤は鱗翅目に対して農薬登録さ
れている。これらの鱗翅目に対する使用方法を参考に，供試薬剤
の希釈倍数は２０００倍とした。

３．食餌試験
　供試薬剤を鹿児島県森林技術総合センター（鹿児島県姶良郡蒲
生町）内のイヌマキ生垣（樹高＝約１６０cm，胸高直径＝約
２．５cm）に乾電池式散布機を用いて，薬剤がしたたり落ちる程度
散布した。
　散布した薬剤が乾燥した直後，散布３日後，７日後，１０日後，
１４日後に葉を採取し，供試虫とともに飼育容器に入れ，２５℃に設
定した室内に放置し，２４時間後に生死を判定した。飼育容器は上
面および底面１３cm四方，高さ１６cmの角形プラスチック容器を使
用した。葉の採取時に，薬剤を散布したイヌマキの薬害の有無を
目視にて確認した。
　死亡個体数が供試虫数の半数以下になった場合，試験を終了し
た。なお，試験期間中，降雨はなかった。
４．浸漬試験
　供試薬剤中に体長４cm以上の供試虫を１０秒間浸漬させ，引き
上げた。その後，餌のイヌマキと共に飼育容器に入れ，２５℃に設
定した室内に放置し，２４時間後に生死を判定した。飼育容器は上
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表－１.供試したネオニコチノイド系薬剤と希釈倍数
希釈倍数有効成分濃度　　　　種　類　名
２０００１０％イミダクロプリド水和剤
２０００２０％アセタミプリド水溶剤
２０００１０％ニテンピラム水溶剤
２０００３０％チアクロプリド水和剤
２０００１０％チアメトキサム水溶剤
２０００２０％ジノテフラン水溶剤
２０００１６％クロチアニジン水溶液

速　報

ネオニコチノイド系殺虫剤のキオビエダシャクへの殺虫効果＊１

臼井陽介＊２

キーワード：キオビエダシャク，イヌマキ，防除，殺虫，ネオニコチノイド系殺虫剤



面および底面１３cm四方，高さ１６cmの角形プラスチック容器を使
用した。

Ⅲ．結果および考察

１．食餌試験
　結果を表－２に示す。イミダクロプリド水和剤，アセタミプリ
ド水和剤，チアクロプリド水和剤，クロチアニジン水溶液，ジノ
テフラン水和剤，クロチアジニン水和剤の５薬剤で死亡個体が確
認された。
　ジノテフラン水和剤については１０日後まで，イミダクロプリド
水和剤，アセタミプリド水和剤，クロチアニジン水溶液について
は１４日後まで，供試虫の半数以上の固体が死亡した。
　なお，試験期間中にイヌマキの葉の枯れや変色等薬害らしいも
のは確認されなかった。
　このように，ネオニコチノイド系殺虫剤７薬剤中５種で殺虫効
果が確認された。また，イミダクロプリド水和剤など３種薬剤は，
現在使用されている２種と比較して，長い残効性が期待できる。
　ただし，残効期間の長さは，試験期間中に降雨が無かったこと
がその大きな要因と考えられる。
　現場での適用を考慮すると，降雨が残効期間に及ぼす影響を把
握する必要がある。
２．浸漬試験
　結果を表－２に示す。アセタミプリド水和剤，チアクロプリド

水和剤，クロチアジニン水和剤で死亡が確認された。そのうちク
ロチアジニン水和剤は供試虫１０頭全て死亡した。そのため，本薬
剤はキオビエダシャクに対して接触毒性を持つと考えることがで
きる。

Ⅳ．おわりに

　このように，ネオニコチノイド系殺虫剤は，キオビエダシャク
幼虫に対して有効であることが分かった。
　また，接触効果による殺虫作用を示すと考えられるネオニコチ
ノイド系殺虫剤があることが分かった。キオビエダシャク幼虫は
土に潜って，蛹化する習性がある。この習性を利用し，接触毒に
より殺虫作用を引き起こす薬剤を土壌散布散布し，幼虫と接触さ
せることで殺虫することも可能と考えられる。

引用文献

具志堅允一ほか（１９９３）沖縄県林試研報　３６：１－３１．
村本正博・小牧利明（２００３）森林防疫　５２：２１７－２１９．
佐藤嘉一（２００４）鹿児島林試業報　５２：１７．
佐藤嘉一（２００５）森林防疫　５４：５１－５７．
 （２００７年１１月１９日受付；２００８年１月１０日受理）

九州森林研究　No．６１　２００８．３

９５

表－２．各種ネオニコチノイド系殺虫剤の食餌試験および浸漬試験における２４時間後のキオビエダシャク幼虫の死亡数

浸漬試験
食餌試験

種類名
１４日後１０日後７日後３日後　直後＊

　０/１０４/４６/６７/７８/８　９/９＊＊イミダクロプリド水和剤
　５/１０４/５７/７７/７８/８７/７アセタミプリド水溶剤
０/５－－－－０/６ニテンピラム水溶剤
　２/１０－－－－　５/１０チアクロプリド水和剤
０/５－－－－０/６チアメトキサム水溶剤
　０/１０２/５５/６７/７８/８８/８ジノテフラン水溶剤
１０/１０７/７７/７７/７１０/１０１０/１０クロチアニジン水溶液
　０/１００/６０/６０/６　０/１０　０/１０無処理区

＊　餌として用いた葉の採集日。
＊＊左の数字が死亡個体数，右の数字が供試虫数を示す。




